
 

 

第１章 計画の概要 

１.１ 計画策定の目的 

本市では，⽬指す都市の姿である「ネットワーク型コンパクトシティ」の形成に向けて，平成

２１年９⽉に策定した「宇都宮都市交通戦略」に基づき，公共交通や⾃動⾞，⾃転⾞など，多様

な交通⼿段が連携した総合的な交通ネットワークの構築に向けて取り組んできたところです。 

このような中，近年，ＬＲＴの整備が進捗してきたことに加え，少⼦・⾼齢化の更なる進⾏や

観光需要の増加・多様化，⾃動運転技術等の科学技術の⾶躍的な進歩など，交通を取り巻く環境

が⼤きく変化しています。 

こうした状況に的確に対応し，平成３０年３⽉に策定した「第６次宇都宮市総合計画」に掲げ

る「交通の未来都市」の実現を図るため，誰もが安⼼して快適に移動できる総合的な交通ネット

ワークを構築するとともに，まちづくりと⼀体となった交通施策を戦略的に推進するため，「第２

次宇都宮都市交通戦略」を策定するものです。 

 

 

１.２ 計画の位置づけ 

「第２次宇都宮都市交通戦略」は，「第６次宇都宮市総合計画」の分野別計画に掲げる政策の実

現に向けて，関連する他事業の計画を踏まえ，今後の交通施策の指針とするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６次総合計画 

都市計画マスタープラン 

ＮＣＣ形成 

ビジョン 

・立地適正化計画 

・市街化調整区域の土地利用

方針 

・中心市街地活性化基本計画 

・交通安全計画 

・環境基本計画 

・観光振興プラン 

・やさしさをはぐくむ福祉の 

 まちづくり推進計画 など 

連携

即
す

 

具
現
化

第２次宇都宮都市交通戦略 

整
合 交通未来都市うつのみや 

（第１回取りまとめ） 

自転車のまち 

推進計画 

芳賀・宇都宮東部地域 

公共交通網形成計画 
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１.３ 計画期間 

第２次宇都宮都市交通戦略は，平成４０（２０２８）年度を計画年次とし，平成３１（２０１
９）年度から平成４０（２０２８）年度までの１０年間を計画期間とします。 

ただし，今後の社会環境等の変化を⾒据えて，５年後に中間⾒直しを⾏こととします。
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